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新 i詰 対 黒 表
動物混主主総数約製剤事長!I'!各条ヲクチン(シ』ドロット幾郊を霊長く)の部:マイコプラズマ・ノ吋:tと之詩句モニエ感染裏話{詰益性アジュパント藷J)コド活イ品ワクチ ν (下車事の額3分は改正部分)

号主 案

マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染議〈
アジュパント主日)不活匙ワクチン

〔賂} 

(2uwump 
のZ臨腎さ わ路2喜安関脇諺鎮守号警警 tfZ主27詩的〉

!鳴三三百fよlF弘 yh
絡} 

'2.5機関常識長官製品とする。

〈賂) 

3.2不洛化菌妓の試験


(賂}


I正 幸子き莞

マイコプラズマ・ハイオニューモニヱ感染症{謡性
アジュパント揺〉不活化ワクチン

(略)

アジ aパント由添主E
不活化繍?鹿又は返Eきと絡められた方法で議事室した不活化菌液に議室量的アジュパントを襲i;I;酷したも

のを長謀者支とする。この援金、 i窺迭と認められた然若手剤を望書加してもよい。ただし、最終パノレクの綱
空襲憾にアジュパントを様車告してもよい。

小分製品

最終パノレクを小分窓器に分認し、小分芸霊&とする。

品分製品について、 3.3の被験者行う。


{喜善}

して苦衆議員三「るとき、長現有的苦息苦習を考守する主主体でなければならず、
小分車部棒ごとの後絞球、地ーでなければならない n

、ては、-Ai滋尭重量豊島のチメロサ}井正主義設訟を準用して災後するとき、

』立、 ω 般君主E主主長記ホノレ ψ 日ン長官重量法を聖書到して試験するとき、

して紙験γするとき、霊童書申告~，閣を翁する主主体でな付ればならず、
小分務総どとむ詮主主役、主語ーでなければならないa

一般試験主主将チメロサーん定数議聖話自粛して試草書「すると君、

と輩、逮合しなければならなる、
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穴iζ100μLずつ加えて反応を移えさせ、波書是崎お田で春穴の吸光波を議i定する 穴に� 10日μLずつ加えて反応骨体Jl:させ、波長 405nmで会災丹波光肢を翻定する。� 
3 . .，.q.~J~ll定 一� 13喜喜.2.3判定九

一診断機性農務貯金大由工事f 。毒以上町政光凌鑑を恭した血?の最務理在意定億数者抗i*修 普以上(1)級光度纏を王手したJUli
室長江襲警

命日世光度 o 善矧喜重量性血液の金穴のネ約数光度伎の 2{ 青の査を陶希釈{喜善走者抗体艇
とする号また、診療滋f 平均値! とする留また、普参照議後泳務2及び試験若手拍車務部議長希釈段般における吸玉岩波値は、2及び章者数淡の血清の</!i-#古釈設憾における吸光燦{簡は、� 3 1¥.(j) 37主的平均値
とする。 I とする
葬式数鋒では、参照i事稔i義援 2 (1)抗体制以上でなければならえtい。との場合、対p.~群では、すべてお 試験者季では、参照縁燃品情� 2の守主体経以上でなければならない。との場合、対立聖書事でi士、すべて� 2辛

勝邸択:斡謀ばJhi野誠刊の学繊淵値 は �  0.05-告仏参照勝仙清 2のj霊童話ぬhiS言語良 品議欝ま子機の平均荻鰍絡ま�  0.05-0.11、制撤混血清� 2の;� 

4貯法及びJ有効期間� 14鈴法'!kぴ曜ま効期間 |一� 

{終) I (陥)



表購対!日新
動物fll:'E物寺布告さ喜善弗j基準各糸ロクチン{シードロット製3轄を徐く〕の割 122ユ}カシスル持母余ロクチン (下線 (f)書事分は主主lE部分)

改 E 重軽 現 今す

ニューカッスル痛生ワクチン ニューカッスル窯業ワクチン
1定義

務悪夢二ニュ}克ッスノ ν舟ウイルスを発育鶏卵で婚主主させて得たウイノレス i授を透藍茎主主凍総事主主義
ワクチンである。
童話首長
銀波胤抹

ウイルス会脊盤試験

し、ElD震を務総する。ただし‘以降間以内 
1嗣 L中 10 "EID.lll以上でなければならない。
ノレス脅符裁とする。 

ツスノレ病ウイノレスを発膏鶏卵で増獄させて得たウイノレス?自在総結乾録したワクチν� 

3絞殺法

{震書} 

3，2>>主主主的絞殺

{略} 

3.2.2ウイノレス苦言者激震え愉

(賂)

(絡)

1.1の望~!!.日齢のものを篤いる。

ものを感染とみなし、 EID認を禁普通する。ただし、 
ワイルえ食 器量録、 1 mL中 10 u器lD鈴以上でなければならな¥'0 

ワイノレス会ヰ守護まとする。 

3.3.8 '7イノレス官音寺ぎ傘繁華量 

24袴警護以内

3，2.2を徽涌して群激すると昔、試験品 (f)ウイルス合手伝盈誌、 1毒草分滋たり 10幻'EID潟♀uこでな
ければならない。ただし、毒容に激語草されたも 6りは、そのウイルス舎者ままとする。

{費接}

dM器投票ピ協金品も等主協議設立郡明よ長宣言す常時
〈護基)
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Hr法及び有言語言語草喜叩� 1411'訟主主び有効鶏i聾
る苓君主主襲i湾没、� 3年告か月器禁とするa ただし、重量稼氷室霊犬舎震が象きに認めた主義舎に辻、そ時議後とすi 省主車禁塁塁I立、� 1年告か克{認とする診ただし、轄に承認事れた私的獄、その綴罪悪とする.

紛糾� 1 (務事〕

，"~、\

fヘ� 
¥ー/ ) 



/が¥
〆J 吋¥

選奇� 113 対 熊 表

Z語草毎よ詩主主事担当詳言~g遊説せ基準窪薬品各条 'J クチy (シ}ダロァト製部を除く。}抑制l務コク� γジウム機数百五{アセノレブ5ナ・テ才、ラ・� 7 キシγ}総合主主ワクチン 〔下織のお分i主改正昔話分)

改 工五 ま器 吉見 行

鶏コクシジウム感染症(アセJレブリナ・テネラ鰍マキシマ)混 鶏コクシジウム感染症(アセルブリナ姐テネラ・マキシマ〕混
合主主ワクチン 合きたワクチン

〈捻} 〈壁書}

2.3原告主 
2.3.1アイメ主ア・ヂネヲ稔E主主主
エ3.J.1綴オ…シスト及び原液号室電車重 

JjJ{t棄を議事務した後、主ン酸緩諦I食主患者賞で総数して望書Ir経口投年し、恥� Z室長間関蓄量僚を採取するa
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して鶏に主主口投与し、一定縮問鑓仮を採取する。事量i
室主{使から汝-~〆糸トを収集し、組手形成させた談、軍駐浄及び数量量調撚在千すい、鶏 I~緩口投与して
一定期間奇襲僚を採取する。糞便からオ…シストを収捺して種オ」シストとし、織に経口投与して
一定期問主題伎を採取する。糞便を洗剤被マ繍;臨してる渦した後、遠心して得た沈液を飽和食塩液
に金h 盗企主主上清を採取する。これ者洗浄してオーシストを収鎖した後、� 2w/v %重クロ
ム ヵpウ4 液(付記� 1)に盤全斗担滋ん主総子形成させる。さらに、務基礎した後、滋菌担ン
酸緩衝食器量後に滋企ム滅茜� 2ン霊安緩衝ぎを機農及び:JJレピン楼主語エタノ…Jレ(付宮1¥2)でオ}シ
スト数を語調室監してアイメリ� 7・テヰラ株旅淡とする。
ただし、双f読め塁塁星雲ヱ種でオーシ只ト者型軽挙手するさ葬会にi立、重量害事ヌ主要華大器まが緩めた主韓関とする。
アイメジア・チヰラ毅潔漆について、� 3.10苧絞殺を行� :;0 

2.3.27イメ� Pア・アセルプヲナ寺中盟主主更� 
2.3.2.1種オ…シスト及び涼援母認草壁� 

E蓑撲を義軍事著した後、 ヲン霊童緩衝食議官室"t'線量設して鶏に経口投与し、年笈議開問書道i僚を篠取する。
事事使から;t…シストを収集し、胞子形成事せた後、書記待及び数義務惑を干すい、絡に緩口投与t.:て
一定朔悶奇襲僚を熱慨する。糞便からオーシスト骨収録して種オーシストとし、織に経口投与して
一定期開奇襲僚を採取する。糞便を説剤液で世間顔;してる過した後、遠心、して符1と沈澄を飽和食塩液
に:克合し、議、>l，l上摘を採取する。とれ者洗絡してオ}ケストを収蒸した後、� 2 wfv%重クロ
ム富貴ワワ� lウム詩蓄 に混合し加湿して!~干潟E忠告せる。さらに、瀦鋭した後、減産il9:..-酸緩衝食盗
誠に混合し、話器縁日ン隊緩語審食底l及び :J Jレ~ン隊却"'-7 ノーんでオーシスト費生を綴空襲してアイ
メDア・アセノレヅ3ナ練原被とする.
ただし、� E主主主的綴差益コこ穫でオーシスト老後殺する援会には、農林水産量大i[ili緩めた綴然とする8 

7イメ空ア盈アセノレブPナ務ヰ守主液について、� 3.1の霊堂重量を1Tう。 
2.3.3アイメ翌ア・?キミ〆マ綾E主:宮
2.3.3.1滋才一シスト及び漆液Il)議製

原擦を長軍事事した毛堂、 ジン霊童緩街食芝草花支"t'土器2悲して鶏iこ主主口投与し、}主主潮静男重量使者採取する。
糞i使からオ…シストを収集し、胞子形成させた後、後浄及び数量;籾盤を1Tい、豊島iζ懇日投与して
一定鋼閲縁談在担率除する。糞便からオぃt〆y、トを収録して種オ}シストとし、話器 I~綴口投与して
一定期間紫僚を録取する。糞便を前剤液で判趣意設してる過した後、波心して得た沈械を飽和食塩被
に混合し、� 3噴いし 上備を採取する。とれを統絡してオーシストを収集した談、� 2 wlv%重クロ
ム駿;tJ!世ム読書 に機会� kil唱ffi!VC胞子貴重主主おせる。さらに、精製した後、議堂筋� 3ン畿緩衝食塩
液に準金ふ、総務Dン駿緩僚主塩 及びブノレザン隊刻エタノーノレでオ}シスト書設を音盤整して7イ
メ� Y7・マキヤ叩事長線君主とする� 
1とだし、長主主主的露欝製ヱ懇でオ-

a

yストを者表彰する主義舎には、農林水媛大喜立が緩めた安埋葬号とする。

洗浄及び数盤富田自主在。1Tい、繍に経口投与して}旋|
して種オーシストとし、長島に続口投与して一定期|
した後、協むして守撃た伏後を飽和食塩液に遂遜

トを収集した後、� 2w/v%霊童クロム産量3む9>/ム
さらに、繍縦した後、言書茜� Pン綾緩磁食
タノ…ノレ(付総� 2)でオーシスト草案者;� 

Pナ務長震波と
たままし、� i車淡のま理主語ヱ懇でオ}シスト老後存する場合iこは、幾林水波大綴が認めたj窮穏とするe

アイメ予ア寮アセノレブ� Pナ続E主主主について、� 3.1母試験を行ふ� 
2.3.3アイメ 97・7 キシマ翁議そ液� 
2.3.3.1灘〆十…シスト及び京液の翁怒 

B京株'"鍛練した後、リン産島3華街食滋絞マ線量置して重量に主主口投与し、-j.E朔閣議使を採取するc 奇襲
飽からオーシストを収集し、胞子形成� d恰た後、苦b帯及び数i量制日監を行い、絡に経口投与して一定

トを収集して種オーシストとい織に続日投与して 定期
してろ過した後、遠9むして得た沈援を飽ぬ食塩液に妥遊:ii

トをJIJ1集した後、 2wtv%議クロム軍主力9>/ム
に、精製した後、草案際主ン除去音書寄金主主液;こ逐霊堂
ノーノレでオーシスト護立を総喜重してアイメジアー

ト在徐存する議会;乙湾、選最終水媛大芸誌が緩めた綴惑とする事



アイメ� 9ア・守会rVマ株主主液について、� 3.1の波数号訴すれ アイメリア・ γ~>ノマ株隊機について、 3.1の試験を行う。


〈費接)� {路)


24~量終パノレク

〈童書}� 

3.1.3オ…シスト金者守重量減数� 
3.l.3.1絞憲章狩滋

検体告とそのままかXf立盗主主翠主主主主三を談草寺とする。� する。

式験方告と11 1.3.23.

飲料lζ含まれる約千形成オーシスト数を頭数量章一だで警十数宇るn

{毒事} 

3.2.9♀総数方法
総数絞殺11.>30 ~~を塁走致事草、持
総選議事事には総裁対草寺11.>3号務分を� 150喜

はお日墓の主導竜寺のみを与える。禁致喜喜鎗主主ヨ

ずつにそ乱ぞれ(J)])主総オ}シストを豪華� p投与

する。アイメ� 97・テヰラ事者及びアイメヲア・

砂アセルブFナ総攻聖書童手では 墾塗立亙l!に然蒸

した後、若干塁手ごとに家主主場体率を算主主する。


(除〉

H季語設及び有効銅関� 
平正舟綴間i孟14'2か月間とする。ただし、農林水滋火器Eが絡に認めた場合にiLその期罵とす

る。

試事事をプランクトン総務総� i土史立制mL綴下し� 24x32m出のカバ}グラスで著書襲警し� tt稔ー� 64行
竪の to叙奴致点波及ゑ議案支コトシストの鐙~lj点{お記 3) に霊童じて墾波ふ 1 mL中グ);:トシス
ト蓄を争各株と?とに下またによち繁盛するの

1 64 

検瀞警の定説制政� a x x一一こ斗鋭JL
 

0.04 IO 
1 64 


検体を� 10般に希釈しヤ測定。� ax 10 x x一一ーと1必立ム

息盟� llL 

{磁)

絞殺方法
絞殺言語教的� 30llllを霊式激震章、� 40羽を対慰霊幸とする。
絞殺事事には然数材料的� 30羽分を� 150喜の実験動物幼錐潟吉軍事トに混合して革委民投与し、対照裁にt孟� 

2奇Ogのま耳料のみを与える。総数喜善姶'A自から� 2主荷重幸とも不伝治認し、� 3麹誇毒j去に断書事的� 10羽ずつ
にそれぞれの殺害警オ…シストを皇室口投与して攻撃する。対総務の幾号� 10 lIlll;主要事攻指揮終予菱重草とするe

アイメ芦ア*テネラ事長及びアイメ� 97・7 キシ""1意主主繁華季ではき主要義後� 7詩爵宅アイメ� 97‘アセノレ
プ予ナ採決聖書事事では長ゑ主主に耗1=1室を認定する。下支えによ号総体重Ijに議会主語辞を3軍総し史書量‘各線ごと
託手主主滋{本壌を害事t話するe

{絡} 

4貯法主主び療効講義問
有効堅苦闘は� 1年立かflf，患とする。えだL、韓に承認されたものは、そ時期闘とする。

ノ♂~~-、、 

，-‘¥ 

¥)  
) 
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新〆�  113 対 黒 表
動物麻生物学的製剤側側内チン(シード0:';;1ト製剤同く)の紙如何ウイルス慈腕袋内チン 〈下総の護事分は改正部分)

五

砂川繊細で輔させて批判川蜘離した液状ロク行政綿�  
ワクチンである。� 

ノレス� NL-35-D捻叉Iまとれと同理事と緩められ主株

犬 同一で問問つ哨慈し�  -12;
w 雪謬説532EEAi怒i

た設さし、豊盤主慶大阪� j 1:'¥"種ウイ }v;;.;i
I 

と認められた椴浅見限量をJ!lいる。� 

ウイルス事長灘高在的培養終織にS毒殺を認� 

、3.1時慨を行う。� 

24Z2草野?号室語勢町臼ごとに撤した総輔、そのiA?

る。� 

Li諸説明127t 

て、� の織を行う� a
 

12
.3.2ウイルスの落事警
郵草委譲棟建霊語、 し2122器型都幹管脚ごとに採激した後錦、その 


主主について、� 3.2の災重量を行う。
 

2.2 総胞
I 米 代剥E主況は線道主に適当と認められ主治餐細胞をF軽いるe 

2.2.2持主壷誌面
蓄量 に適当と総められた培義者買を用いる。

2.3lJl(夜 
2.3.1iIllIn話。主主音著書

1滋iζ 縫い壌穫した蒋総を健体別土音義姉総とみなす@ウイ

3.12221め議結I

2.4最終バJレダ
原液に霊童E量と総められ主安定刻を刻えて混合し、要量終パノレクとする。� 

2.5 ，)分裂ゑ
I 最終バレタを，)、分容器lEf告主主し、 )'J'\~分製品とずる。

小分際品について、� 3.3の撚君主を干すう。� 

111轡響端部特贈与ケi13協潮対ょit
ます罷 事豪華朝日証金、ウイノレス者全謀総ずることなく、ウイルスの培養と� i務じ議長終で培養するe

レに|継問:7鰭主主義t:議案器官常時部品222rtLM枚以上のV十レに

犬パルボウイルス感染症生ワクチン 犬パルポウイルス感染症生ワクチン
1


t定議畿犬ノミノレボウイルスを培養織で糊在せて得立ウイルス融調製した液肘タチン又� 
I
1

総燥した?タチンである。� 

2.1製造用機 
2.1.1名称

毒事事警犬ノ匂レボウイルス封L-35心獄又はこれと!均等と溜められた事長

議議長持鯨鑓耕一例惜内紛入体昨て酬しーゥ�  

l' lJl(株及 原事霊'7イノレスl土、適当主総められた倍義細騒で議議代する� 

イ滞在、講義せ論理句還に識で噌 錦
士 事霊ウイノレスから� 2代以内iζ聖誕活設しなけれまなちな"，� 

たき誌はその代数以内とする。
，綴及び綴ウイ� Jレメ段、 絡して 70'C以下又は涼結乾燥して 5でぶ下で{思有する。ただし、

特に ふ誌、錨dkわ響詩九糊ごと明日キ糊する。�  
2.2耳型遊J持材育等� 

.1 
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NLDK-l終始文法適当と認められた築委細胞を胤いる。

して書式投すると脅、適合しなければなもない。

主主義弘警警部品i号室主霊能書rz持論能ャ

ー1株
ゃ

又f主主事き禁と詰患iめられた犬パJレボ!?イノレス株

して犬ノ守ノレがウイノレス量挙率悲装集抗原{付記 5)を用いる。

、ずれかCT)絞殺をrrう砂

ら繰られた血清について中和銃殺を千すれ事総験鮮の

/司、

して霊式要素ずるとき、 i車合し怠ければならない。

語盟諸島手君主計涛品鰹挺認定?腎議論詩す鰍ふ 

Y-l数又は適当と緩められた犬パノレボウイ

として犬パノレポウイノレλ採血縁護霊祭抜漂(付昔日 5)を溺いる。

告。



移籍話とする。ただし、幾枝族渓大住友笠iE翠主主塗金i::氏そ的綴罪悪とする。

{署長 

殺害主主主ぴ存完監禁諸問

常温で� 60分間処理し、� VAD6.0有望で飼数
し、赤血球凝集の有無世鋭機する。ただし、� 

4俵以下でなけれし

有効務総� 1主、� 1会手書号とする。ただし、特に承認されたもめは、そ正空襲僚とするa 

f船� 

~ì 
( 

) } 
/ 

、、� 
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新� i話 対 燕 表
動物用生物学童官級縮基準洛条ワクチン(シードロット総書q)の部 マイコプ予ズγ ーハイオニぷ…号ニヱz感染疲(i自俄アジ:"r(ントカ日)本滋化ヲクチン(シ}ド} {下重量の部分は改lE韻1分}

主主� lE 察 E且� f付

マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感議漉(油性
アジュパント挺〉不活化ワクチン〈シード)
〈絡〕� 

マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染癌
アジュパント加〉不活化ワクチン(シード〉
(賂)

アジュバントの添加� アジaパントの添走塁
f筒括主又は適当主認められた方法て4J

d

農薬韓三デ塑録?総務索差翌年暮議議軒鞭町長C了 不在!i 義豊富した不活化菌草壁に主義畿のアジュパント者級車日したも
貯を滋主主主す売。この縁者守、渡当と認められた意義幸子剣を訴加してもよしL ただし、章受給〈ノげの調

噌広三己273い織込町ぃ。
{務} 

2.5小分童話""
最終パノレタ者小分容器に分後し ;]、分製品とする8
 

4分製品について、� 3主の紙曜賞者行う。


{壁書}
 

車窓終にアvュハント者総力長してもよい。

(略〕 

2.5 ，]、分製品
最車各ノ〈ノレク寄付、分容器iこ分践し、'1'分製品とするm

，]、分製品について、� 3去の試験者行弘

{話語}

3.3/ド言霊化官室液の書式験 

{貨基}

して総理主げるとき、� 5霊ヰ守のf弘首捕を宥する液体でなければならず、
小分務総ごと丹後まえば、均一でなければならない。

、ては、一段書式霊童話告のすメロサーノレ液難訟を準用して絞殺する左き、

-絞骨内験訟のホノレ~!J ~7控室量治を準局して塁走検するとき、

、適合� L.ttければならない。� 

して絞殺するとき、� 5塁手害時昔!.n瑚者有する液体でなければならず、
元小分議議ごと白性状泳、均一でなければならない@� 

pH震i定試験訟を猪熊して害実験すると昔、� pHI主、� E富有の(直をがさなければならない。

して試験するとき、迎合しなければならない。

般試験員長φチメロサ、ノレ議長ま訟を準用して試験するとき、

章、適合しなければならな".



2期� Lずつ、� 2密告は� 14持主最終宮治1L
諮問、一段護状を者霊祭する。燃費量級機中、� 1 

14畏後に体重を語i定し、それぞれの主義務的検自

2mLずつ、 2回醤法� 14詔主義}こ皐臨� L
詞閥、一設痘放を観察する。総数封書街中、� 

14読後� tこ体重を測定し、それぞれ的機総指数民

中 I~絡しい鳥常を認めてはならなし、。

ち

とま露められた希釈殺で希釈したものを注射材料とする。

詮豊ぜ後� 4滋3毎回

と総められた章者喜提言更で希釈したものを波書?材料とする。

を浅いる。
〈以下� f窓口SAJという。〉湾総主主� 

201車出総長室� 1.(付言01)を用いる。

邑5':;:'上め雪量;l'eflまt撃を示し� 

2弓60倍以とでなければならなるL と
i主主、参主主義義主主傘務� 11立、 事3宇李総� 2，5吾告~� 

2，56号倍以上でなければ会らえ針L と，'0また、参罪悪犠牲傘?脅� 11士、総体総� 2，560-
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13.5幻� 3半{熔 …一山ト�  3品8.2.3籾繁 一 _.・
…参照地毒殺血清のぎ拡大の平均政光度f直の� 21喪主i上司吸光度信者ぷした血清の線高希釈{費量挙を抗体| 著書宮間i投血清の~穴由美手線重量発度'f~q;>.2..倍以上の1投光産鑑j);示したJfu.替の最蕗希釈倍数を怒緩 j
とする議?と、参議隣住互主義雪2及び試験軍事。う盗議の務理骨釈段階における毅光度値i土、� 3穴の耳Z均後� とする。また、参摂陽性Jfu.ì野言及び総事責務の血清の各希事実際総における級光度経I~土、 3 穴の串IIiIfl車l

とする倫� 

よ斡Z言論理官民主子謀議誌都雑草設詮泊三btF竺b台湾議長品32i
! 

よ礎
とするの

部33理主主開設予鵠齢主主鴻鵠路通品mzF審議i晶玉2 
t実体{適法� 40-160，警告示さなければならない“� | 総体絡は� 40-160イ告をぶさなければ牟らない。

‘同




